風土と文学-石川の場合- by 森 英一
〈
風
土
と
文
学
ｌ
石
川
の
場
合
‐
し
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味
は
、
石
川県の風土と文学の関係はどのようになっているのか、つまり、
石川県の風土が文学にどのようにかかわっているのか、いない
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
石
川
県
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
能
登
と
加
賀
の
両
方
を
含
む
わ
け
で
、
さ
ら
に
能
登
は
内
浦
と
外
浦
と
で
は
か
な
り
差
異
が
見
ら
れ
る
し
、
そ
れ
ら
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
学
と
い
っ
て
も
時
代
差
や
ジ
ャ
ン
ル
の
別
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
な
る
と
、
考
察
の
対
象
・
内
容は極めて範囲が広く、また多岐多様にわたるため厄介な問題
となり、慎重な対応が求められる。
そこで、取り敢えずは風土を〈住民の慣習や文化に影響を及
ぼ
す
、
そ
の
土
地
の
気
候
・
地
形
・
地
質
な
ど
〉
含
大
辞
林
ご
と
定
義
し
て
お
こ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
石
川
県
の
地
形
や
地
質
、
気
候
が
い
か
に
そ
こ
に
住
む
人
達
の
慣
習
や
文
化
に
影
響
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
風
土
と
文
学
ｌ
石
川
の
場
合
Ｉ
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
気
候
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
慣
習
や
文
化は次の世代に歴史として継承されていき、さらに、その時々
の社会状況を反映し、変容を加えながら子孫代々伝播される。
地質や地形等は長い地球の歴史から見れば、高々百年位では、
大
地
震
等
の
天
変
地
異
が
発
生
し
な
い
限
り
は
そ
ん
な
に
変
化
を
み
せ
な
いとしても、社会状況の変化による変貌はかなりのものである
ということは私達の知るところである。
まず、石川の地形や気候の特色をみてみると、長い海岸線を
所有している一方、高山を抱き、農作物に適したそこそこの土
地を備え、夏は高温多湿、冬は降雪に見舞われる。一言で一一一一口え
ば
、
自
然
の
幸
に
も
恵
ま
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
えよう。
で
は
、
そ
ん
な
自
然
環
境
に
住
む
者
達
が
築
い
て
き
た
文
化
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
古
代
か
ら
大
陸
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
森
英
一
1
った能登だが、加賀地方共々、源平の合戦を経て、蓮如の布教
後は浄土真宗の教えが根づくようになり、一向一撲後に〈百姓
ノ持チタルクニ〉が約一世紀続く。しかし、なんといっても前
田利家が金沢入城以降に、石川は本格的に発展したといえよう。
今日に残る伝統工芸の基礎を築き、芸能や学問を奨励して加賀
百万石文化の花が開いたのである。
果してこのような風土や文化伝統が後世にどのように影響し
ていくのだろうか。最初にこれまでどんな見方がなされてきた
かを紹介したい。
その前に、もう一度、風土と文学に関する考察について基本
的な事柄を確認しておきたい。私達は長谷章久著『日本文学と
風土』（昭和四十四年四月刊講談社現代新書）という考察を
持っている。当時、日本文学風土学会の常任理事であった長谷
の簡明ながら、基本的事項を網羅した意欲作である。この中で
は、風土が文学に与える影響について繧々考察を加えている。
和辻哲郎の『風土』や古代の「風土記』、鎌倉期の成立と言
われる「人国記」の検討から始まって、東京や京都の気温や晴
天日の紹介・考察、現代女子学生の出身別による気質調査結果、
ブルーノ・タウトの著作の考察、等々かなり多方面に多角的な
考察を展開しているが、どうしても古典文学が対象になりがち
である。マスコミや交通が発達した今日でも風土の差はあると
主張する一方、〈近代文学と風土的関心の減少乃至欠如が問題
視されるが〉と近代文学を対象とすることに注意深い姿勢を見
せつつも、小説家より歌人の方が各自の成長期に及ぼす風土の
影響は大きいとして、斎藤茂吉らに注目し、さらに、また作家
でも、太宰治と葛西善蔵、石坂洋次郎では同じ津軽の作家だか
ら、共通性があると一一一一口い、また、松本清張『ゼロの焦点」のよ
うな風土に関心を持った例を指摘する。これら近代文学の例に
おける指摘の妥当性は後に検討する。
このような考察は非常に興味深く、種々教えられる点が多い
のだが、慣習や文化に影響するのは風土だけでなく、その時代
特有の状況と価値観も考察範囲に入れる必要があり、さらに、
そこに住む者が人生の何時頃にどれだけの期間、居住していた
かも重要であり、さらに、時代によってその地域を取り巻く情
報量も風土に負けずに影響が大きいと考えられる。つまり、近
代になると、交通やマスコミの発達によって各地域を取り巻く
諸状況が均一化され、地域間の格差が次第に縮小していく。地
形や気象の差に加えて、交通等の未発達による閉塞状況が地域
に居住する人間達にそれまで大きな影響を及ぼしていたのが、
次
第
に
喪
失
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
時代が進むに連れて以上の諸因が複雑に絡み合って問題解決
は容易でない。逆に、人の移動が少なかった時代における風土
２
の影響は割りと考察しやすいだろう。石川においては、江戸時
代以前は例えば、大伴家持の和歌が県内を詠んでいるが、先に
見たように彼の居住時期や年齢等を勘案すると、来訪者の眼か
ら見た作品と判断した方がよい。江戸時代の芭蕉と『奥の細道』
の場合も同様である。いずれも風土の影響が希薄だと判断した
い。その他、紀行文や実録物、漢詩文等のジャンルに作品が残
されているが、工芸や芸能ほど、豊穣な遺産がないようである。
とすれば、やはり、明治以降の作物を先ずは対象にするべきだ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以下、いくつかの先行研究を紹介するが、まず、藤本徳明著
『北陸の風土と文学」（昭和五十一年八月笠間書院刊）はサブ
タイトルに「金沢の文学を中心として」とあるように、能登を
も対象にしたものではないが、意欲作である。長谷章久の著書
も視野に入れ、風土と文学のかかわりをより特定の地域に限定
した各論とも言うべきものである。極めて博識ぶりが発揮され
た記述で、内容の要約には困難を感じるが、次の箇所に要点が
あると思われる。
「放浪する聖者」としての男性と、「汚れた聖女」とし
ての女性との、葛藤を通じての存在の根源に肉迫す荘厳
な
祭
儀
と
し
て
の
愛
、
と
い
う
の
を
、
金
沢
に
ゆ
か
り
を
も
つ
文
つまり、いわゆる鏡花、秋声、犀星の金沢三文豪をはじめと
して金沢に描かれる作品の男性は〈ほとんど、秩序から疎外さ
れつつ、「聖なるものへの渇望」「存在への郷愁」にかられて遍
歴をつづける、探究の神話の、「若きアダム」としての風貌を
そ
な
え
て
い
る
〉
し
、
登
場
す
る
女
性
は
、
〈
身
は
汚
れ
て
い
て
も
心
は
聖女のように美し〉く、時には愛する者のためには、敵と取り
組む雄々しさも発揮する。そして、それらを生んだのが金沢の
風土と文化だという。気候がもたらす受容的、退嬰的、保守的
な気風が文化の表現形式となり、加賀藩の、幕府からの挑発を
防ぐ生き方が美術工芸や芸道を盛んにし、浄土真宗が在地の白
山信仰等と結合し、変形して先の「放浪する聖者」と「汚れた
聖女」のパターンを次第に外在化していく、というのである。
この考察は発想が面白く、評論としては魅力的だが、いくつ
かの疑問点を感じる。例えば、風土の影響は長谷の指摘にあっ
たように、｜介の旅行者とそこで育った者とでは全く深浅が異
なる。それを考慮しているのかということ。次に、近代文学中
で
も
小
説
に
対
し
て
は
、
風
土
と
の
関
係
が
容
易
に
証
明
し
難
い
と
さ
れ
るが、藤本が例示しているのはほとんど小説であること。また、
学の、根幹をなす主題の一つである、とすることは、少
しく飛躍に過ぎるであろうか。
３
作
品
の
読
み方に異論が出る余地を残すこと。例えば、五木寛之
の「聖者が街にやってきた」を手がかりに論を展開する。確か
にタイトルは論者にとって魅力的かもしれないが、五木の意図
は自身が感じていた金沢の伝統が少しずつ揺らいできたという
ことを描こうとしたのであって、発想が金沢という街の性格と
結びついているとは思われない（詳細は、小著「五木寛之の文
学・ひとつの読み方」で述べてある）。
確
か
に
、刺激的な評論ではあるが、〈文学風土学〉としては
個々の作品に対するもう少し綴密な考察と手続きを要するだろ
うというのが正直な感想・評価である。
次
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
石
川
．
な
る
ほ
ど
百
科
風
土
編
』
（
平
成
二
年
三
月
能登印刷・出版部刊）について述べる。
こ
れ
は
、
石
川
の
風
土
は
〈
き
わ
め
て
内
省
的
な
、
物
事
に
つ
い
て
も
よ
く
よ
く
考
え
て
か
ら
判
断
す
る
、
そ
う
い
う
人
が
大
勢
こ
の
地
か
ら
は
出た〉と言い、その典型として鈴木大拙と西田幾多郎を挙げ、
特に西田に真宗と加賀藩の学問奨励の影響を指摘する。同様に、
こ
の
影
響
下
に
高
峰
譲
吉
や
木
村
栄
、
中
谷
字
吉
郎
、
四
高
の
誕
生
が
あ
っ
た
と
述
べ
、
多
数
の
文
学
者
が
輩
出
し
た
背
景
に
〈
金
沢
の
風
土
、
と
くに加賀百万石の驚くべき遺産〉があるとする。
また、白山の存在から深田久弥、一向一摸の末喬に加賀耽二
や
島
田
清
次
郎
を
挙
げ
、
能
登
の
風
土
と
宗
教
の
影
響
下
に
坪
野
哲
久
と
加能作次郎があるという。
こ
の
本
は
奥
付
の
ペ
ー
ジ
に
執
筆
者
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の、項目別の署名はない。従って、執筆者は特定できない。
『石川近代文学全集別巻軌跡・石川の文学』（平成十年十
二月石川近代文学館刊）所収の小林輝冶「石川文学地図」は
〈能登から加賀へ各論を展開する形でさらに、その地域地域の
風土性と近代文学とがどう関わってきたか〉を述べている。
小林は考察の前提として自然的風土に加えて精神的風土も考
えない限り、この問題は正確でないといい、その観点から〈室
町以降、次第にその力を大きくしていった浄土真宗の存在抜き
に、加賀・能登の精神性を語ることは、｜切できないだろう〉
と言う。その上で、能登と加賀に分けて考察を進める。
ま
ず
、
能
登
に
つ
い
て
厳
し
い
自
然
が
住
民
を
忍
耐
と
我
慢
と
を
強
い
る
者
に
し
、
そ
う
い
う
人
々
の
心
を
掴
ん
だ
の
が
浄
土
真
宗
で
あ
る
。
加
能作次郎の作品は信仰の深さを示す人々を描いていると言い、
能
登
で
も
外
浦
は
よ
り
厳
し
い
自
然
の
た
め
、
そ
れ
を
描
い
た
作
家
に
松
本清張「ゼロの焦点」や沢木欣一の句集『塩田』、水上勉のエ
ッ
セ
イ
、
安
永
稔
和
の
詩
集
『
能
登
員
森
崎
和
江
や
高
橋
玄
一
郎
の
小
説
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
一
方
、
そ
の
自
然
の
厳
し
さ
を
か
え
っ
て
自
分
のエネルギー源とした歌人に坪野哲久や岡部文夫がいる。また、
内
浦
の
関
係
で
は
杉
森
久
英
『
能
登
』
は
忍
耐
や
我
慢
を
裏
返
し
た
、
ま
４
ことにしたたかな精神の強さを描くと一一一一口う。
次に、加賀については白山の偉大さを描いた深田久弥『日本
百名山」を挙げ、手取川の河口で常に荒々しい海に向かって前
進する開拓者精神と一向一摸の隠された熱い土壌との延長上に
島田清次郎が生まれ、一向一侯の反骨の系譜に加督〈取二の作品
があると指摘する。
また、金沢は多年にわたる加習藩の文化的蓄積があったから
こ
そ
、
文
学
に
あ
っ
て
も
明
治
以
降
も
多
く
の
作
家
達
を
輩
出
し
え
た
と
言い、以下、浅野川と犀川近辺に生まれ育った作家、あるいは
居住した作家を挙げる。また、四高の、近代文学に与えた影響
の大きさを思い知らされるとして、関係の作家を紹介する。
凡そ以上のような内容だが、後半に従って作家と作品名とを
列挙するだけの記述になり、具体的な指摘がされていない。ま
た、前半にしても、例えば〈何か分かるような気がする〉とか
〈どこか～通じるようなものがあると考えざるをえない〉とか、
諸作家を列挙したあと〈この地の風土性を重ね改めて考えれば、
きわめて納得のいくことである〉と結論づけたりする。つまり、
具体的な論証に若干欠けているのである。本論を所収する該当
書の内容的制約や頁数の制限等があっておそらく十分な論を展
開できなかったと思われるが、それにしても、この種の文章に
は繊密な論証を必要とすることは一一一一口うをまたない。
前述の長谷が奈良と京都の風土と文学との違いを説明するの
に
月
別
の
快
晴
や
曇
天
、
降
水
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
り
、
学
生
の
出
身
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
気
質
の
差
異
を
提
示
し
た
り
す
る
の
は
そ
の
実
証
的
態
度
を
示
す
手
法
と
し
て
あ
る
意
味
で
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
具体的には、白山信仰にせよ、加賀藩文化の伝統にしろ、能
登の厳しい気候にせよ、それがどのように作品形成に関わって
いるかを証明しなければ、単なる評論でしかない。
そ
の
後
、
小
林
は
「
特
集
金
沢
三
文
豪
を
生
ん
だ
風
土
二
つ
の
川
と百万石文化」（字や国文化」第五号平成十二年六月）において、
金
沢
に
限
定
し
て
〈
よ
り
伝
統
的
な
文
化
に
こ
だ
わ
っ
て
ゆ
く
浅
野
川
（女川）文化と、つねに変化に敏であり、それを積極的に取り
こ
ん
で
新
し
い
文
化
を
創
立
し
て
ゆ
き
た
い
と
す
る
犀
川
（
男
川
）
文
化
の二つが除々に形成された〉という視点から犀星を考察する。
ま
た
、
加
督
藩
の
徳
川
家
に
対
す
る
反
権
力
の
意
識
と
秋
声
と
を
結
び
つ
ける。これらの指摘も発想は興味深いものだが、前文同様に説得性
に若干欠けると思われる。
近代文学における風土の影響は今まで述べてきたところと重
複するが、他の要因が多すぎてその占める割合はさほど多くは
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
地
域
で
伝
承
さ
れ
た
慣
習
や
文
化
も
広
義
の
風
土
的
影
響
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
無
視
で
き
５
蝋
（昭和五十九年七月刊岩波文庫）に紹介される日本海側の他
地域にも共通のものもあるが、この地独特のものも多い。まさ
に、風土色の濃い作家といってもよいのである。
では、同じ外浦出身の坪野哲久はどうか。歌人だけに〈蟹の
肉せせり畷へぱあごがるる生まれし能登の冬潮の底〉〈殺生を
いましめたまいし母のためつれあるごとし手首の数珠〉のよう
な風土色豊かな作品が多い。しかし、それは哲久の歌人として
の半面の真実を語るに過ぎず、全てではない。彼の真髄の半面
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
か
ら
出
発
し
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
反
骨と抵抗の姿勢にあった。いや、さらに詳しく言えば、最初ア
ララギの歌人・島木赤彦に師事し、風土色が濃い作品を作って
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
プ
ロ
文
学
に
転
進
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
にどんな事情があったのか。それは、風土の影響から誕生した
の
で
は
な
く
、
や
は
り
、
時
代
の
状
況
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が妥当である。
詳細は小稿「坪野哲久論ｌその初期の様相」ミィミタチオ』
第四十号）で述べたので、簡略に従うが、まず坪野の『昭和秀
歌』が参考になる。昭和三年九月の新興歌人連盟に参集した歌
人達は大正歌壇の行きづまりを打破しようと願っていたので、
まもなく、彼らがマルクス主義に立脚する文学運動に発展させ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
坪
野
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
島
木
の
〈
鍛
錬
道
〉
の
６
主張をその運動に結びつけたことがあった。
も
ち
ろ
ん
、
か
と
言
っ
て
哲
久
短
歌
に
お
い
て
風
土
の
影
響
を
全
く
否
定するものではない。坪野の場合、風土と抵抗の姿勢とが微妙
に入り混じっているところにその独自性があると見なければな
らない。いずれかを否定するような評価は正しいものとはいえ
ないのである。
では、同じ抵抗の作家、加賀耽二（須井一）はどうか。小林
は
一
向
一
侯
の
系
譜
に
置
く
。
た
し
か
仁
彼
は
加
賀
で
陶
工
だ
っ
た
が
、
二十二歳で京都に出てからは陶磁器従業員組合の結成に参加し
て、活動家になった。作家として出発したのではなかった。活
動家としての精神基盤が最初にあり、それを作家に移植したに
過ぎない。では、彼が活動に興味と関心を抱くようになった遠
因はどこにあるのか。『つりのできぬ釣師」（昭和四十七年四月
新
日
本
出
版
社
刊
）
で
語
る
よ
う
に
学
校
の
教
師
が
貸
し
て
く
れ
た
三
握の砂』だった。たとえ、彼の「綿」「少年」「工場へ」等多く
の作品の素材が郷里の加賀での経験に基づくとしても、その魂
は一冊の本との出合いによって形成されたのである。それを一
向一撲の血に求めるのはやはり、無理というべきである。
以上、加能作次郎、坪野哲久、加賀歌二（須井一）を例に挙
げて具体的に述べたが、余りに結論を急ぎすぎたかもしれない。
よ
り
慎
重
に
風
土
と
の
影
響
関
係
を
論
ず
る
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
ついて多数の作品を例に論証しなければならない。また、前述
のように風土以外の様々の要因をも視野にいれて考察しなけれ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
で
な
け
れ
ば
結
論
を
出
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
問
題
は
ま
さ
し
く
鵺
の
よ
う
な
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
ないものなのである。かなりの時間と慎重な手続きを要する。
本稿はまだ問題提起の序論に過ぎない。
（本学教員）
７
